
 

令和４年度 第 19回教育研究審議会議事概要 

 

日   時 令和５年１月 25日（水） 午後４時 10分～午後６時 

場   所 本部棟３階 大会議室 

出 席 者 藤田英典学長、加藤敦子副学長(兼)語学教育ｾﾝﾀｰ長、田中昌弥副学長(兼)ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ長、

田中正樹事務局長、小林重雄理事、春日由香学長補佐、佐藤明浩学長補佐(兼）図書館長、

加藤めぐみ学長補佐(兼)保健ｾﾝﾀｰ長、竹島達也研究科委員長、日向良和情報ｾﾝﾀｰ長(兼)共

通教育ｾﾝﾀｰ長、新井仁入学ｾﾝﾀｰ長、廣田健教職支援ｾﾝﾀｰ長、北垣憲仁地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、

茂木秀昭国際交流ｾﾝﾀｰ長、野中潤国文学科長、三浦幸子英文学科長、佐藤裕比較文化学科

長、原和久国際教育学科長、鳥原正敏学校教育学科長、髙橋洋地域社会学科長、横瀬晴紀

総務課長、小澤初美経営企画課長、久保田昌宏学生課長 

 

１ 開    会   藤田学長より挨拶  

 

２ 議    事 

（１）2023（令和５）年度採用・昇任計画（案）について 

〇学長から資料１に基づき説明。 

→議論を踏まえて修正する可能性はあるが、提案どおり承認。 

 

（２）令和４年度教員選考委員会構成（採用・昇任）について 

〇教員採用について教員選考委員会委員を変更する。 

〇昇任人事について教員選考委員会を組織する。 

 

（３）特任教員（Bタイプ）の採用（投開票）について（教職支援センター・教育フィールド研究指導） 

○投票の結果、信任多数により承認 

〈投票結果〉○22  ×0  白 0  計 22名 

 

（４）特任教員（B ﾀｲﾌﾟ）の採用について（学校教育学科） 

〇委員から資料４に基づき説明。 

→指摘事項を修正した上で提案どおり承認。 

 

（５）専任教員の募集について（語学教育センター・英語教育） 

〇加藤敦子副学長(兼)語学教育ｾﾝﾀｰ長から資料５に基づき説明。 

→提案どおり承認。 

     加えて教員選考委員会の構成。 

 

（６）特任教員（B ﾀｲﾌﾟ）の任期更新について（教職支援センター） 

〇委員から資料６に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（７）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案（国際教育学科） 

〇委員から資料７に基づき説明。 

→指摘事項を修正した上で提案どおり承認。 

 

（８）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案（学校教育学科 ２件） 

〇委員から資料８－１、８－２に基づき説明。 

→指摘事項を修正した上で提案どおり承認。 



 

（９）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案（地域社会学科 ４件） 

〇委員から資料９－１から９－４に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（10）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案（共通教育センター ４件） 

〇委員から資料 10－１から 10－４に基づき説明。 

→提案どおり承認。 

 

（11）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案（臨床教育実践学専攻） 

〇委員から資料 11に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（12）令和 5年度開講科目について（国際教育・地域社会学科・教養科目） 

〇委員から資料 12に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（13）令和 5年度非常勤講師担当科目について（継続_第 6・7回） 

〇委員から資料 13に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（14）令和 5年度非常勤講師担当科目について（取消_第 4回） 

〇委員から資料 14に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

３ 報    告 

（１）公立大学法人都留文科大学授業料の改定について 

〇委員から資料 14に基づき説明。 

 

（２）熊本県立大学出張の報告について 

〇委員から資料 15に基づき説明。 

   （廣田健教職支援ｾﾝﾀｰ長） 

    これからこういうことをやっていくのであれば、この資料を教職員に配布して議論をした

ほうが良い。今聞いたのは立ち上げの話であって、実際どのような改善が行われていて、ど

う動いているのかがわかりづらい。本学でも実際うまくいっているところがあるが、聞き取

りに来たことはあまりないので、そういうところの議論を深めていったほうが実質的と考え

る。 

 

４ そ  の  他 

   〇なし 

 

５ 閉    会                                 

以上 


